


















































































ラタルから、ごあいさつ

「ドーモドーモお今日は、ラタルデス。

　僕拾いマシタあらゆるものを…てんクン そのなかの３割位食べちゃいマシタがっ
　そんなこんなでうちはお正月に”出てきた！新芽おもしろコスチューム祭り”を催しマス！
　サンキュー！」



てんからも、ごあいさつ

「うん。

おはよぅござます。　おら、てんだぁ

あのね、おら　らたるみたく　ず〜っとめざすとこ　わかんねんだ

ノクさんみてぇに　いっぱいかんがえるのも　にがてだし…

でもね　どっちもすきだよ。

あといもとたいやきもうんめぇよ。」



ノクさんも、ごあいさつ

「オ早ウ　ソチラノ皆サン。

俺ハ　ノクス　トイウ者　イマダ至高ノ巣ヲ作ル事　諦メテハイナイ

カタチナキ想イ運ブ　ゴ用命アラバ、ゼヒ魂ノ翼使ヲ…　
デハ　マタコンド」



ナラクさん、ごあいさつ

「これはどうも。僕はナラクといいます。

僕は修理工房の…いえ、今は竜の国で暮らしております。
どうやら僕の核となったのはここの王らしく、違うと言っても従者の方が聞いてくれぬのです。

ここで王として仕事を成し、未完成の人形たちも　きちんと容姿や服を作ってあげようかと思っ

ていますよ。

なにより、小さく反応のあった我があるじはどうされてらっしゃるのか…
へっぽこラタルは立派に星としてやっているだろうか…



あ、僕の名ナラクには、”光を放つ”という意味もどこかの国の言葉であるのです。

すみません。お話しする機会が無かったものですから長くなりましたね。

それでは、また。　」



カドラさん、ごあいさつ

「はいよ、どもお早うさん。カドラだよ。

のんきなユネさんの見出し方のせいで、ナラクにゃ怒られっぱなしだよもう。

ま、おれにゃナラクの忠誠もラタルのまごころも思い切れなかったんだね

あるじもヘンで面白い人なんだ、でもおれの核になった石の持ち主は人鳳凰の歌い手らしくてね

”魔域などにはおれませぬ”というもんだから…　ホラ心・技・体ドレも大事じゃない　ん、意味が
ちがう？

今じゃシンクロバッチリで歌って踊っちゃってるよ！くたびれたら一度は空域おいでなッ



ほんじゃ〜なっ」



犬先生の、ごあいさつ

「やぁやぁどうも。

私の名前はえらい長いので犬先生で勘弁してくれたまえ。

助けるとか魔族とか、寿命がなかなか尽きぬもんだからあまり覚えてはいないんだよね…
でも奇妙で希少でふぉあ〜んなモノが見られたら何よりだ。

星が出来る所ってのも…そうだねぇ谷が削れて小さな石になる間分位ぶりに見たし。

あぁそうそう、むやみに魔域に入ってはいかんよ。ここはねぇ…‥ん、だめかラクシャに止めら
れてる



ではまた。これからちょっと勇者って訪ねて来た子の稽古つけるからね〜」



ラクシャ氏、ごあいさつ

「やあ、お早うございます。

空域・光学図書館　館長、ラクシャです。

図書館には僕らのいる世界のすべてを光で示す書籍が並び、現在もそれの続く最大級の本もある

んだ。

本の管理やチェック、警護、案内…僕はそのような事をしています。皆さん本はきれいに返し
ましょうね！



あと…犬先生のいうことをあまりきいたらいけない。
彼は何よりカオスとまどろみと闇夜と忘却をうきうきしてもたらす男だから

でも、本当はヘンだけどテレ屋で奇祭ずきな、楽しいやつなんだ。

いつの日かあいつの趣味にすくらびんぐばぶるとおれんじえーすを加えるのが夢です。せつに…

それでは、みなさんの今日一日が白雲ゆく青空の下にあらんことを！」

「ばぶるは駄目だなぁラクシャ　そしたら私じたい消えちゃうじゃないか」



コンさんも、ごあいさつ

「ハイヤッお早うございます皆サン！

ワタシは獣仙の山が狐仙・コンセイ（愛称コンさん）デスよッ

いやぁ〜それにしても魔法人形ｻﾝて変…ううんフシギな方々デシタねぇ〜
お察しのとおり、ラタルくんの口調はワタシが衣装機能つけたとき位から固まりマシタ。

ワタシがあれから研究するに、ありゃしゅうれん進化というやつデスな！　ん　違いマスかな…
？

ともかくっ、おいしい・お得の語あらばワタシはこれからもセールのドコかに参戦しマスよ！



尻尾でちゃってても…大丈夫デスよね？今なんだか尾が流行っておるというし…
そんじゃ、新開発動く塔カラまたこんどのご挨拶を〜ッ」



あるじ氏も、ごあいさつ

「あ、どうもね…私は　あぁ　名前たくさんあるので、好きなものでどうぞ。便宜上あるじです

ラタルは作り手の私よりもしっかり育ったようです。多少はじけて変な方向行くけれどね…
ナラクもいい子だし　そう今は竜の国だね　作りかけた皆も一緒に。　

カドラもちっちゃくて元気な人鳳凰になったし

あの真っ白な鳥の　ラタルニアの魂を無駄になどしたくなくて、いろいろと灯のない迷路を来て

果てには魔域も空域もなく融合なんて私は言っていましたよ。



でもそうなったら、また私はいつの間にか違う何かになっていて、何かと別れねばならぬかもし

れない

…いや否　絶えず変化しつつ　生まれつつ　消滅しつつ　でも普遍がある
ソレがココロ世界かもしれません

だからね、私はどんな出会いや別離が来ても　そのひと時も、それまでも、それからも”生きよう”
と思っています。人形たちや兄弟たち…ココロの教えてくれたこと

言葉にして仕舞うと　なんだかアレなのだけどね

あと、私も星がつくってみたいなぁ…とても大きく素敵な…そう何より大きな星　わくわく…」



とりさんの、ごあいさつ

「おはようございます

名もなき　白き鳥です

僕１羽に　分類の名も　便宜の名も　いりません

ただ風に　ふるいたって飛ぶ歌と　息吹をやどす眼　明け空にて」



そして、いつしか
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